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 局 別 審 査 

 

１ 安 西 英 俊 委員（公明党） 

 

１ 令和４年度予算案について 

（１）令和４年度総務局予算案に対する所感について伺いたい。 

  

２ ＤＸと働き方改革について 

（１）職員の働き方改革を進める目的について伺いたい。 

 

３ 本市障害者雇用の促進について 

（１）令和４年度予算における障害者雇用の促進に向けた拡充内容について伺いた

い。 

（２）星槎大学との連携協定の内容とこれまでの取組について伺いたい。 

（３）本市の障害者雇用の促進に向けた今後の取組の方向性について伺いたい。 

 

４ 新型コロナウイルスにおける市役所の感染対策について 

（１）職員の新型コロナウイルスの感染防止への取組について伺いたい。 

（２）抗原検査キットの使用により、短縮可能となる濃厚接触者の待機期間につい

て伺いたい。 

（３）本市が調達した抗原検査キットの配付の考え方について伺いたい。 

（４）検査キットが不足する職場が出たときの対応について伺いたい。 

（５）第７波に向け、市民生活に影響する業務を止めることがないよう備えていく

べきと考えるがどうか。 

（要望）新型コロナウイルス感染症の様々な脅威に対して、全市をあげて対策し、

行政サービスを継続していただきたい。 
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２ 古 谷 靖 彦 委員（共産党） 

 

１ ロシアによるウクライナへの侵攻について 

（１）本市の対応や情報収集について伺いたい。 

（２）現在の市本部体制の設置有無について伺いたい。 

 

２ 情報伝達手段強化事業について 

（１）防災スピーカーの設置箇所と設置箇所数及び設置基準について伺いたい。 

（２）防災スピーカーの現在の人口カバー率について伺いたい。 

（３）今後どこまで設置箇所数を増やしていくのか伺いたい。 

（４）防災スピーカーを含め様々な手段を組み合わせ、災害情報が全ての市民の皆

様や来街者の方に伝わるべきと考えるがどうか。 

 

３ 事業見直しについて 

（１）各局にどのようなルールを課して進めているのか伺いたい。 

（２）毎年度、市役所内部経費の見直しの削減額が計上されるのはなぜか伺いたい。 

（３）事業見直しと歳出改革の違いについて伺いたい。 

（４）歳出改革における見直し対象事業の優先順位の考え方について伺いたい。 

（５）市民サービスの後退にはつながらないという理解でよいか伺いたい。 

（６）行政運営の基本方針は行政改革的な方針に当たるものか伺いたい。 

（意見）歳出改革の名のもとに行政サービスが後退してしまうことは、人口減少に

歯止めがかからない状況につながる懸念がある。 
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３ 鴨志田 啓 介 委員（自民党） 

 

１ ＤＸ戦略について 

（１）アプリを活用したマイ・タイムラインの認知度向上に向けた取組について伺

いたい。 

 

２ 職員の健康管理について 

（１）定期健康診断結果からみた職員の身体面の健康状況について伺いたい。 

（２）ストレスチェックからみた職員のメンタルヘルスの状況について伺いたい。 

（３）コロナ禍での職員の健康管理の取組について伺いたい。 

（４）働き方の変化により生じる新たな健康課題について伺いたい。 

（５）今後の職員の健康管理の取組について伺いたい。 

（要望）環境の変化に対応し、組織を挙げて職員の健康管理にしっかりと取り組む

ことを要望する。 

 

３ 育児・介護休業法の改正について 

（１）男性職員の育児休業の取得状況について伺いたい。 

（２）男性職員の育児休業取得促進に向けた取組について伺いたい。 

（３）法改正の趣旨を踏まえ、男性職員の育児休業取得が当たり前となるよう、効

果的な対策を実施するべきと考えるがどうか。 

（４）男性も育児休業を取得し、家庭の中でコミュニケーションをとるべきと考え

るがどうか。 
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４ 渡 邊 忠 則 委員（自民党） 

 

１ 自助・共助の推進について 

（１）横浜市災害時における自助及び共助の推進に関する条例の改正に対する所感

について伺いたい。 

（２）マンションと地域防災拠点との連携に向けた取組について伺いたい。 

（３）マイ・タイムラインの作成促進に向けた取組について伺いたい。 

（４）自助・共助推進に向けた取組をより一層強化すべきと考えるがどうか。 

（要望）自助・共助の理念を風化させることなく、具体的な市民の備えが進むよう

に、地域における防災活動の差なども考慮しながら、粘り強く取組を進めて

いただきたい。 

 

２ インターネット利活用推進に向けたネットワークの整備について 

（１）現状の課題と今後の取組について伺いたい。 

（２）ネットワーク再整備後のセキュリティ対策について伺いたい。 

（３）本市全体のセキュリティに対する考え方について伺いたい。 

 

３ 職員の人材育成について 

（１）人材育成ビジョンに基づくこれまでの取組について伺いたい。 

（２）昨今の人材育成上の課題について伺いたい。 

（３）人材育成上の課題に対する取組について伺いたい。 

（４）社会変革を踏まえた今後の人材育成の方向性について伺いたい。 

 

４ 新たな人事給与関連システムの構築について 

（１）現在の人事給与システムで行っている業務について伺いたい。 

（２）他都市と比較した人事給与システムの稼働年数の認識について伺いたい。 

（３）システム構築の目的について伺いたい。 

（４）人的資源マネジメントを通した組織運営の将来像について伺いたい。 
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５ 長谷川 えつこ 委員（立憲党） 

 

１ 職員の心のケアについて 

（１）「こころの相談」の相談内容について伺いたい。 

（２）ソーシャルワーカーが果たす役割について伺いたい。 

（３）心の健康を維持するための職場環境づくりについて伺いたい。 

 

２ 外郭団体の経営向上について 

（１）経営向上委員会設置による具体的な成果について伺いたい。 

（２）直近の経営向上委員会の答申における意見について伺いたい。 

（３）経営向上委員会における審議方法の変更内容について伺いたい。 

（４）答申を受けた今後の取組について伺いたい。 

（要望）歳出改革の視点も入れながら、市と団体が一緒になって十分に議論をし、

外郭団体の経営向上に向けてしっかりと取り組むよう要望する。 

 

３ 市史資料の保存と活用について 

（１）市史資料室が所蔵している資料の内容と分量について伺いたい。 

（２）年々資料が増加する中では保管場所の集約を検討すべきと考えるがどうか。 

（３）社会のデジタル化が進展していく中では、ウェブの積極的な活用により、資

料や研究成果をより広く市民が利用できるようにすべきと考えるがどうか。 
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６ 坂 本 勝 司 委員（民主フ） 

 

１ 市庁舎の管理業務について 

（１）移転前の市庁舎の管理運営費と比較した効果について伺いたい。 

 

２ チャレンジドオフィスの取組について 

（１）チャレンジドオフィスで担っている具体的な業務内容と人員体制について伺

いたい。 

（２）障害のある職員の定着を支援する体制について伺いたい。 

（３）チャレンジドオフィスの今後の取組の方向性について伺いたい。 

（要望）チャレンジドオフィスの取組が充実し、本市の障害者雇用の促進に大きな

役割を担うことを期待するとともに、障害者雇用促進法の法定雇用率を達成

していただきたい。 

 

３ 子供に対する避難意識の醸成について 

（１）じぶん防災ハンドブックを制作した狙いについて伺いたい。 

（２）子供への避難意識の醸成に向けた取組について伺いたい。 

 


